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平成31年度 平成30年度 比　　較 前年対比
（％）

一　　般　　会　　計 4,560,000 4,050,000 510,000 12.6

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 33 6,270 △ 6,237 △ 99.5

国民健康保険特別会計（事業勘定） 496,000 514,000 △ 18,000 △ 3.5

国民健康保険特別会計（施設勘定） 83,500 89,300 △ 5,800 △ 6.5

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 50,800 52,000 △ 1,200 △ 2.3

介 護 保 険 特 別 会 計 544,000 577,000 △ 33,000 △ 5.7

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 158,400 297,000 △ 138,600 △ 46.7

町営スキー場事業特別会計 9,630 9,500 130 1.4

農業集落排水事業特別会計 95,600 85,000 10,600 12.5

下 水 道 事 業 特 別 会 計 72,000 65,000 7,000 10.8

簡 易 排 水 事 業 特 別 会 計 2,100 2,500 △ 400 △ 16.0

林 業 集 落 排 水 事 業 会 計 2,800 6,900 △ 4,100 △ 59.4

特　 別　 会　 計　 合　 計 1,514,863 1,704,470 △ 189,607 △ 11.1

合　　　　　計 6,074,863 5,754,470 320,393 5.6
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歳入

歳出

歳出

（目的別）

（性質別）

平成31年度一般会計  45億 6,000万円　前年度比 12.6％
歳入用語の説明

歳出（目的別）用語の説明

歳出（性質別）用語の説明

町税							町民の皆さんや町内企業が
町に納める税金

地方譲与税				国税として徴収した自動車
重量税や地方道路譲与税の
一部から町へ配分されるお
金

地方交付税				国から財源不足の地方に交
付されるお金

使用料及び手数料	各種施設の使用料や住民票
の交付手数料など

国庫・県支出金		特定の目的のために、国・
県から交付されるお金

繰入金						主に積立金（基金）を取崩
し一般会計に繰入れるお金

繰越金						前年度から繰り越したお金
町債							特定の目的のために、町が

国や銀行から借り入れるお
金

議会費				議員の報酬や議会の運営に使われる
お金

総務費				町政全般の管理等に使われるお金
民生費				高齢者・障がい者・児童などの福祉

に使われるお金
衛生費				住民健診や予防接種、ごみ処理など

に使われるお金
農林水産業費	農林水産業の振興、農道・林道など

の整備に使われるお金
商工費				観光・商工業の振興に使われるお金
土木費				町道、町営住宅などの整備や管理に

使われるお金
消防費				消防、水防、災害対策に使われるお金
教育費				小学校・中学校などの教育、文化・

スポーツの振興などに使われるお金
災害復旧費		災害被害の復旧に使われるお金
公債費				町債（町の借金）の返済にあてるお

金

人件費					職員の給料や議員報酬のお金
物件費					消耗品、光熱水費、電話料金、

施設の管理委託料などの消費
的なお金

維持補修費			施設や道路を維持するため修
繕に要するお金

扶助費					子ども手当てや高齢者や障がい
者の方を援助するためのお金

補助費等				消防署、ごみ処理施設の負担
金や町の個人や各種団体に交
付する補助金など

普通建設事業費	施設や道路の建設に使われる
お金

積立金					基金（貯金）へ積み立てるお
金

繰出金					国民健康保険や上下水道など
の特別会計の事業経費を負担
するため支出するお金

単位：千円（前年度比）

町税
395, 372
（4. 4％）

地方譲与税
54, 900（△0. 5％）

利子割交付金
281（△5. 4％）

配当割交付金
750（△20.6%）

地方消費税交付金
61, 065（0. 3％）

自動車取得税交付金
8, 027（△26. 7％）

地方特例交付金
600（9. 1％）

地方交付税
1, 750, 000（△2. 8％）

交通安全対策特別交付金
600（△3. 2％）分担金及び負担金

15,252（△27. 8％）
使用料及び手数料
44, 807（△3. 1％）

国庫支出金
430, 693（86. 1％）

県支出金
250, 193（△7. 9％）

財産収入
6, 858（△88. 0％）

寄附金
1, 320
（△23. 3％）

繰入金
390, 402（94. 6％）

繰越金
45, 000（0. 0％）

諸収入
51, 889（△3. 7％）

町債
1, 051, 700
（29. 5％）

株式等譲渡所得割交付金
291（△63. 0%）

単位：千円（前年度比）

議会費
59, 352（3. 4％）

総務費
1, 221, 501（101. 2％）

民生費
596, 213（△1. 0％）

衛生費
207, 637（△9. 6％）

農林水産業費
326, 299（△27. 0％）

土木費
755, 647（34. 4％）

消防費
360, 244（△12. 5％）

教育費
418, 218（△16. 7％）

災害復旧費
6, 000（0. 0％）

公債費
395, 975（△1. 3％）

諸支出金  1（0. 0％）
予備費

23, 605（△14. 3％）

商工費
189,308（△3. 0％）

単位：千円（前年度比）

人件費
654, 600（0. 6％）

物件費
637, 474（△1. 3％）

維持補修費
145, 613（5. 0％）

扶助費
133,167（△3. 5％）

補助費等
451, 572（△4. 1％）

普通建設事業費
1, 685, 453（59. 1％）

災害復旧事業費
6, 000（0. 0％）

公債費
395, 975（△1. 3％）

積立金
24, 944（△63. 8％）

貸付金
13, 180（0. 0％）

繰出金
388, 417（△9. 6％）

予備費
23, 605（△14. 3％）

年 度 別
会 計 別

平成31年度　会 計 別 予 算 額　
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【高齢者や障がい者の住み慣れた地域や家庭での自立促進】
○高齢者生活支援事業	 355万円
　高齢者にやさしい住まいづくり助成、緊急通報シス
テム貸与、在宅老人紙おむつ給付、宅配給食サービス
事業を行う。
○敬老事業	 707万円
　敬老会の開催、敬老祝い金を支給する。（祝い金の支
給を1歳繰り上げて79歳とする。）
○障害者支援事業	 947万円
　補装具給付事業、日常生活用具扶助事業、移動支援
事業、重度障害者医療費助成、人工透析交通費補助、
自動車改造費事業、手話通訳派遣を行う。
○（介護保険会計）地域支援事業(介護予防・生活支援サ
ービス事業・一般介護予防事業)	 2,994万円
　要介護リスクの高い高齢者に対する介護予防（短期
集中予防サービス等）、65歳以上の高齢者に対する介
護予防（地域介護予防活動支援事業等）を行う。
○（介護保険会計）地域支援事業（包括的支援・任意事業）	
	 1,719万円
　包括予防マネージメント、総合相談、虐待防止、家
族介護健康教室、グループホーム利用者家賃助成、成
年後見人等報酬助成、認知症総合支援事業、生活支援
体制事業、認知症初期集中支援推進事業を行う。
○高齢者等運転免許証自主返納支援事業	 117万円
　高齢者等の運転免許証自主返納者への支援を行う。
町内業者タクシー乗車券(5万円分の1年間有効)及び町
民バス無料乗車券(3年間有効)の交付。

【健康づくりの推進】
○健康推進事業	 132万円
　集団検診時の尿中塩分濃度の測定。血圧計等健康管
理機器の購入補助。
○健康教育事業	 63万円
　運動教室等の保健指導を、健康運動指導士・保健師
等が行う。また、疾病について理解を深め疾病予防・
重症化予防への取り組みを推進する。
○総合検診事業	 1,193万円
　疾病の予防・早期発見のために集団検診を実施する。
○予防接種事業	 1,309万円
　予防接種により重症化を防ぐ。
○（国保事業勘定）レセプト点検強化事業	 306万円
　レセプト（診療報酬明細書）点検の充実強化を図り、
町の医療費の実態を把握して医療費適正化のための対
策を立て医療費削減を目指す。
○（国保事業勘定）特定健康診査等事業	 1,185万円
　40～74歳を対象とする特定健診・特定保健指導、日
帰り人間ドックによる疾病の早期発見。特定健診の結
果に基づき管理栄養士や保健師等による個別保健指導
により疾病予防・重症化予防に努める。
○禁煙治療補助金事業	 15万円
　20～74歳を対象に生活習慣病及びがん予防対策等を
推進するために禁煙治療達成者に対し助成を行う。
○町民健康管理ポイント事業	 9万円
　町民が自主的な健康づくり（運動・食事・検診等）
に取り組むための動機づけをする。
※ふくしま【健】民カード事業への参画。
○歯科健診事業	 12万円
　歯周病の予防及び歯の喪失予防を図るため歯科健診
を実施する。
　対象者：40歳、50歳、60歳、妊婦
○自殺対策事業	 9万円
　ゲートキーパー養成講座、リーフレット作成・配布
を行う。

【子育て支援の充実】
○放課後児童保育支援事業	 891万円
　昼間、保護者のいない家庭の小学校（1～6年生）の
児童に適切な遊びを通して、健全な育成と児童福祉の
増進を図る。
○子ども医療費助成事業	 989万円
　乳幼児から18歳までの医療費の自己負担分を助成する。
○ひとり親家庭医療助成事業	 39万円
　ひとり親家庭へ医療費を助成する。(母子世帯、父子
世帯)
○子育て応援祝い金事業	 475万円
　出産時、小中学校入学時に祝金を支給する。
○子ども・子育て支援事業	 41万円
　子ども・子育て会議の開催、ブックスタート（乳幼
児健診時絵本配布）、チャイルドシート購入助成、子育
てに関する講演会を開催する。
○子ども・子育て支援事業	 125万円
　子どもの遊び場の提供としてエアー遊具を導入する。
○保育料軽減事業	 470万円
　2019年10月から国の政策である幼児教育無償化（3
～5歳児保育料無料）に併せて0～2歳児の保育料も無
料とする。※ただし国の政策が実施された場合
○妊婦一般健診事業	 403万円
　安心して妊娠出産が出来るよう、妊婦の健康管理の
充実及び経済的負担の軽減を図るため妊婦健診と産後1
ヶ月健診に係る経費について助成する。
○学校給食軽減事業	 654万円
　子育て支援の充実を図るため給食費の1/2を助成する。
○食育推進事業	 123万円
　自ら食について考える習慣や知識を身につけられる
よう、専門講師による講演や栄養士による食育指導を
行う。
○保育所給食検査事業	 42万円
　給食食材の放射能検査を実施し、安全安心な食を提
供する。
○子ども子育て基金事業	 2,000万円
　子ども子育てに関する補助事業を町単独事業として継
続していくため、子ども子育て基金へ積み立てをする。
○子育て世代包括支援センター事業	 25万円
　妊娠・出産・子育て期にわたり切れ目ない支援を提
供する子育て世代包括支援センターを開設し、相談及
び支援、産後ケア事業（日帰り・宿泊）を実施する。
○フッ化物洗口事業	 4万円
　町内保育所の年中・年長児を対象としたフッ化物洗
口を実施し、歯質の強化を図る。

【医療体制の充実】
○（国保施設会計）地域医療確保対策事業	 1,944万円
　国保診療所診療業務委託、県へき地医療代診医派遣
負担金
○（国保施設会計）施設整備事業	 1,400万円
　医師住宅修繕（大字柳津字大根下）
○広域消防事業（救急搬送）	 243万円
　広域消防負担金

【交通安全の推進】
○交通安全対策事業	 185万円
　交通教育専門員の配置、啓発看板等の設置を行う。

【防犯対策の推進】
○防犯灯整備補助事業	 66万円
　地区防犯灯整備費補助事業（補助率60％）を行う。
修繕についても補助対象とする。

【火災・災害対策の推進】
○防火水槽整備事業	 2,270万円
　防火水槽設置工事及び防火水槽設計業務委託予定。
○小型動力ポンプ整備事業	 440万円
　小型動力ポンプを更新する。
○広域消防事業（消防設備等）	 1億686万円
　会津若松地方広域市町村圏整備組合広域消防負担金
○デジタル防災行政無線整備事業	 1億8,081万円
　既存のアナログ防災行政無線のデジタル化を進める。

【安全安心な水の供給】
○（簡易水道会計）大成沢水源整備事業	 589万円
　大成沢渇水対策として現在に代わる新たな水源を確
保し認可取得、給水開始をし安定的な供給を目指す。そ
のために候補地の選定のためのボーリング工事を行う。
○簡易水道未普及地区水道施設改修費補助事業	100万円
　簡易水道等未普及地区において、老朽化した施設の
改修に係る経費の一部を補助し、安全な飲料水の確保
を図る。

【観光の振興】
○ＪＲ只見線活性化事業	 277万円
　会津柳津駅利活用の推進及び只見線沿線の景観維持事
業の実施及び只見線特別列車でのおもてなし事業の実施。
○観光協会特別補助事業	 423万円
　誘客事業やイベントの実施、観光案内等を中心に観
光サービスを充実させるための活動を行う。
○霊まつり流灯花火大会補助事業	 255万円
　歴史ある花火大会を盛り上げるため、実行委員会が中心となり
誘客を図り、大会を成功させる。（稚児行列、灯篭流し、花火大会）
○会津やないづ冬まつり補助事業	 200万円
　第40回会津やないづ冬まつりの実施
○うつくしまみずウォーク補助事業	 200万円
　うつくしま・みずウォーク柳津大会の実施
○丑寅まつり実行委員会補助事業	 232万円
　2021年・2022年に開催予定の丑寅まつりを成功さ
せるため、実行委員会が中心となり事業を進める。
○風評被害対策事業	 997万円
　お台場交流ツアーの実施、赤べこオブジェ制作、赤
べこ（マーク）商標登録事業実施、ＰＲラッピングバ
ス広告実施、首都圏ＰＲイベントへの参加等。
○まちなかにぎわい活性化事業	 286万円
　歩行者天国等のイベント等実行委員会への補助を行う。
○インバウンド対策事業	 229万円
　外国人観光客用案内看板製作、県及び奥会津振興セ
ンターが実施主体の海外商談会等への参加。

【商工業の振興】
○中小企業融資資金利子補給事業	 242万円
　中小企業振興基金信用保証補助、中小企業融資利子
補助事業を行う。
○商工会特別補助事業	 178万円
　まちなか商店街活性化のため、イルミネーションや
そばまつり等を行う。
○やないづ福満商品券補助事業	 1,000万円
　町内商店街用のプレミアム付商品券を発行し町内の
消費拡大を支援する。
○消費者行政事業	 184万円
　東京都からの消費拡大モニターツアーの実施及び首都圏で
開催されるイベントでの農産物安全ＰＲ事業の実施を行う。
○起業者支援事業	 108万円
　町内において新たに起業する方に対し、開業設備費
等の補助を実施する。
○小規模事業者後継者支援事業	 80万円
　町内事業所の後継者に対し、後継者育成研修会費用
及び資材機材導入費用に対し補助する。

【雇用対策の推進】
○緊急雇用創出事業	 1,066万円
　生活道路等を安全に通行できるよう管理する。
○企業誘致促進事業	 505万円
　企業立地支援補助金（土地購入費、建物・設備、固
定資産税相当額補助）

【農林業の振興】
○生産調整推進事業	 392万円
　備蓄米の作付による需給調整を行い、米価の安定を図る。
○水稲経営安定化事業	 260万円
　主食用米の種もみ支援により、経営安定化を図る。
○乾田・畑化対策事業	 200万円
　暗渠、客土、除礫等に要する費用の一部を助成する。
○新規就農確保事業	 810万円
　経営初期の安定化のため新規就農者へ支援を行う。
○地域農業担い手経営支援事業	 1,115万円
　中心経営体が経営面積の拡大等に要する農業用機械
等への支援を行う。
○振興作物推進事業	 44万円
振興作物の推進を図るため、防虫、遮光、被覆資材の
導入費用を支援する。
○園芸作物・花き産地力向上支援事業	 271万円
　新規及び規模拡大に要する種苗・肥料代の支援、園
芸作物等の営農に要する農業用機械の支援、出荷の長
期化・高品質化を図り、産地化を推進するため、パイ
プハウス購入費用の一部を助成する。
○中心経営体農地集積支援事業	 160万円
　新規で10a以上の農地を5年以上の賃借権等を締結し
た経営体を支援し、優良農地を確保する。
○町単独農用地等整備事業	 599万円
　行政区が実施する農道及び用水路等の整備に対して
支援する。
○多面的機能支払交付金事業	 1,971万円
　農地・水・環境保全のための助成を行う。
○放射性物質モニタリング調査事業	 334万円
　自家消費用の農産物及び保育所・学校給食食材のモ
ニタリング検査を行う。
○農産物ＰＲ支援事業（風評被害対策）	 106万円
　農産物等の販売促進活動を行い、風評被害の払拭を図る。
○中山間地域等直接支払交付金事業	 3,912万円
　23集落団地の農地保全のための助成を行う。
○森林環境交付金(基本枠)事業	 383万円
　小中学校の森林環境学習、遊歩道等整備を行う。
○森林環境交付金（重点枠）事業	 196万円
　町内の公共施設へ県産材を利用した木製品を導入する。
○森林病害虫防除事業	 221万円
　森林病害虫に係る被害木調査及び伐倒駆除を行う。
○鳥獣被害防止対策事業	 296万円
　有害鳥獣被害防止に係る支援を行う。（電気柵購入支
援、狩猟免許取得更新）
○ふくしま森林再生事業	 5,014万円
　年度別事業計画の作成、間伐、作業路開設等を行う。
○中山間地域総合整備事業（農業農村整備事業）	 0万円
　柳津中・南部地区における農業用施設改修の実施に
向けて事業採択を申請する。(国による計画審査）
※31年度は申請、ヒアリングのみの予定

平成31年度の主な事業※ここに掲載した事業は、平成31年度に予定している重点事業又は主な事業です。
　すべての事業（内容・金額）が列挙されいるわけではありません。また、掲載された事業でも今後、大幅に変更される場合があります。

誰もが安全で安心して生活できるまちづくり誰もが安全で安心して生活できるまちづくり

未来に希望の持てる活力あるまちづくり
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【下水道利用の推進】
○合併処理浄化槽設置事業	 266万円
　合併処理浄化槽の設置費用を助成する。
○住環境整備助成事業	 50万円
　下水道への加入促進のため、住宅改修をして加入し
た方へ改修費用を助成する。

【美しい景観のまちづくりの推進】
○景観維持管理事業	 486万円
　美しい景観を保ち交流人口を増加させるために、桜
樹の撫育・桜台帳の整備を行う。

【循環型社会の構築と廃棄物の適正処理の推進】
○再資源化対策事業	 653万円
　循環型社会をめざし資源ごみの再資源化を推進する。
○不法投棄防止対策事業	 3万円
　意識啓発及びパトロールを行い、不法投棄の撲滅に
努める。
○一般廃棄物処理負担金事業	 2,242万円
　広域圏環境センターにおける廃棄物処理負担金
○産業廃棄物最終処分場理解促進支援事業	 102万円
　清掃活動、最終処分場見学ツアー、水質検査等を行
う。

【自然環境の保全】
○公共用水域水質検査事業	 31万円
　水質汚濁防止法第16条第1項に基づき、公共用河川
水域の水質検査を行い水質汚濁状況を監視する。
○新エネルギー導入助成事業	 130万円
　住宅用の新エネルギー（太陽光及びペレット・薪ス
トーブ）設置費の一部を助成する。

【交流・移住・定住の促進】
○地域おこし協力隊事業
◦地域おこし協力隊事業（観光）	 1,106万円
　現職のイベント企画・運営隊員の活動を充実させ、
そば打ち職人後継者及び会津民芸品「赤べこ」製作技
術継承者の２名の隊員を募集し、地域の活性化及び移
住定住を図る。
◦地域おこし協力隊事業（農業）	 449万円
　農業担い手として1名募集し、農業後継者の育成及び
地域活性化を図る。
◦地域おこし協力隊事業（林業）	 383万円
　鳥獣被害対策専門員として1名募集し、捕獲活動・被
害防除・生息環境管理をバランスよく行うことにより、
農作物被害の減少を目指す。
◦地域おこし協力隊事業（美術館）	 1,153万円
　アートフェス兼営業プロモーションとして3名体制
で、ワークショップやイベント運営を通じ、より身近
で魅力的な美術館運営を実施する。
○空き家対策事業	 580万円
　空き家除却支援事業補助金、空き家改修等支援事業
補助金、空き家家財道具等処分費補助金
○定住促進対策新築住宅補助事業	 880万円
　住宅を新築する方に対し建築費への補助を行い、定
住を促進する。
○後継者緊急対策事業	 175万円
　結婚祝金の支給、婚活イベントを開催する。
○公営住宅整備事業	 3億1,268万円
　定住促進住宅の建設（第1期工事）
○経済対策事業	 3,000万円
　町内業者による住宅等の改修工事を行う者に対し、
補助金を交付し、町内経済の活性化及び安全・安心な
居住環境の推進を図る。
○宅地造成事業	 0万円
新たな分譲宅地の候補地調査を進める。

【道路ネットワークの充実】
○⻯蔵庵上村線消雪設備維持管理事業	 8,000万円
　⻯蔵庵上村線消雪設備の配管工事
○町道五畳敷大成沢線改良事業	 3,110万円
　五畳敷大成沢線の道路改良・舗装
○道路ストック総点検事業	 1,170万円
　橋梁補修調査設計、トンネル補修設計、橋梁修繕工事

【公共交通ネットワークの充実】
○柳津町民バス運行事業	 2,950万円
　本庁地区、支所地区の町民バス運行業務を委託によ
り行う。
○生活交通路線運行事業	 394万円
　生活交通路線の運行を支援する。

【情報通信ネットワークの充実・活用】
○情報配信整備事業	 0万円
　デジタル防災行政無線を利用した情報発信を整備す
る。

【青少年の健全育成】
○舞台鑑賞事業	 35万円
　優れた舞台芸術に触れる機会を設け、子ども達の豊
かな感性と想像力を育むために講演を開催する。
○放課後子ども教室事業	 230万円
　放課後児童へ安全・安心の場を提供し、健全育成を
図る。

【生涯学習の推進】
○生涯学習推進事業	 365万円
　養寿学園、福寿学園、悠友倶楽部、料理教室、伝統
工芸教室、出前講座、婦人会講座、その他講座

【生涯スポーツとレクリェーションの推進】
○生涯スポーツ推進事業	 263万円
　各種事業の運営。（山開き、町民ソフトボール、バレ
ーボール、運動会、スポーツ講演会等）
○運動公園施設改修事業	 994万円
　B＆G屋内プール塗装及び運動公園グラウンド照明修繕
○運動公園施設維持管理委託事業	 600万円
　運動公園施設の維持管理を民間に委託し、効率的か
つ有効な施設の活用を図る。
○総合型スポーツクラブ支援事業	 100万円
　柳津町の総合型スポーツクラブの支援を行う。

【地域の伝統文化、文化財の保存・継承と芸術文化の振興】
○文化財保存事業	 70万円
　国・町指定文化財の管理及び補助・緑の文化財支柱
修繕を行う。
○美術館館長招聘事業	 181万円
　外部から館長を招聘し、他館との密接な関係を築く
ことにより質の高い企画展を実施する。
○潜在的アート観光推進・地域アートプロジェクト事業	 609万円
　美術館レジテンス制作、斎藤清スケッチポイント観
光の推進
○斎藤清アーカイブ事業	 41万円
　斎藤清に関する未収蔵の事物（エピソード、行動記
録、著作物及び掲載誌、交遊関係、スケッチポイント
風景）に関する調査収集と保管を行う。

【学校教育の充実】
○学校教育学力向上対策事業	 1,060万円
　複式学級支援及び特別支援教育支援のため教員、支
援員を配置し、きめ細かな教育を行う。
○学校教育アドバイザー事業	 225万円
　学校教育アドバイザーを配置し、各学校への教育の
専門的事項の指導助言、学校の円滑な運営のアドバイ
スを行う。
○学校支援事業	 137万円
　地域人材や団体の参加を得て、学校と地域の連携を
深め、地域全体で学校教育を支援する体制を整備する。
○小中学校読書活動推進事業	 560万円
　司書2名を配置し各学校図書館を巡回しながら図書の
整備を行い、子どもたちへ読書の習慣を身につけさせる。
○柳津小学校施設改修事業	 2,905万円
　体育館の屋根の改修を行い、新たにトタンを葺き施
設の長寿命化を図る。
○西山小学校施設改修事業	 413万円
　体育館の屋根を塗装し施設の長寿命化を図る。
○会津柳津学園中学校施設整備事業	 1,119万円
　校舎外構改修による施設環境の向上を図る。また、
体育館の照明をＬＥＤ化し、低炭素化に寄与すると共
に、省エネによる施設管理経費の軽減を図る。
○学校給食センター建設事業	 3,637万円
　新たな学校給食センターを三島町と連携し運営する。
○スクールバス（専用線）運行事業	 967万円
　西山地区から会津柳津学園中学校へ通う生徒のため
の専用スクールバスを運行する。
○ＩＣＴ整備事業	 897万円
　ネットワーク環境の充実を図り、効率的かつ円滑に
ICT教育を実践する。教育の情報化を通じて教育の質
の向上を図るためにICTを活用する。

【財政健全化の推進】
○徴税等収納対策事業	 530万円
　町税等徴収嘱託員による訪問納付勧奨等きめ細かな
徴収体制により、町税等（使用料等を含む）の滞納整
理を強化し、収納率の向上を図る。

【効果的・効率的な行政運営の確立】
○職員研修事業	 14万円
　自治研修センター等において各種研修を受講し、職
員の能力向上を図り、効果的・効率的な行政運営に努
める。

【地域コミュニティの維持】
○地区集会所改修補助事業	 646万円
　地区生涯学習の拠点である地区集会所を維持する
ため、改修工事にかかる費用の80％を補助する。（上
限300万円）
○コミュニティ助成事業	 250万円
　地区で計画する地域コミュニティ事業に対し、事業
費の一部を補助する。（自治総合センターからの助成）
○支所地区公共施設再編事業	 6億6,077万円
　廃校となった西山中学校を利活用し支所地区に点在
する公共施設を集約化し、地域住民の利便性向上及び
コミュニティの推進を図る。平成31年度は改修工事、
既存施設解体工実施設計、造成工測量設計業務委託を
予定。
○地域づくり推進事業	 300万円
　地域の活性化を図るため、地域づくりや産業おこし
に取り組む町民に対し支援を行う。

●問い合わせ・予算書の閲覧　　総務課企画財政班　℡４２‐２１１２

平成31年度の主な事業平成31年度の主な事業

豊かな自然と共生する美しいまちづくり

連携と交流によるにぎわいのあるまちづくり

一人ひとりの個性が輝くまちづくり

町民との協同でつくる個性のあるまちづくり



小学校卒業式
３月５日（火）、それぞれの小学校で６年生を送る会と鼓笛移杖式が行われました。
鼓笛移杖式では、指揮棒が引き継がれ、小学校の伝統を受け継いだ新たな鼓笛隊の演奏が行われました。
６年生を送る会では、６年生へ感謝の気持ちを伝え、プレゼントが贈呈されました。
その後、６年生は在校生が作ったアーチのトンネルをくぐり退場しました。

３月２２日（金）、町内の小学校で卒業式が行われました。柳津小学校２９名、西山小学校４名の
６年生が堂 と々した姿で立派に小学校を卒業しました。
６年間で培った確かな力で未来を切り開いてほしいと思います。ご卒業おめでとうございます。

柳津小学校

西山小学校
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２月１８日（月）、西山小学校においてなわとび
記録会が行われ、個人種目と団体種目の２種目
で記録に挑戦しました。個人種目ではまえ回しと
びの回数を競い、団体種目では給食班ごとに長
縄の８の字とびを何回跳べるか競いました。
子どもたちは練習してきた成果を存分に発揮
し、自己ベストを目指してがんばっていました。

２月１９日（火）から２２日（金）までの４日間、ふれあい館において伝統工芸教室が開催され、四ツ谷地
区の小島倉一さんと小島武比古さんを講師として、またたび細工による「かご」や「ざる」作りが行われま
した。参加者は講師の指導の下、伝統工芸品づくりを楽しんでいました。

２月２３日（土）、Ｂ＆Ｇ海洋センターにおいてさいかつボール教室が開催されました。
「さいかつボール」とは、埼玉県埼葛区発祥のニュースポーツで、バレーボールに似たルールで行い、おに
ぎり型のボール（ふらばーる）を使用します。
参加者はボールがどこに弾むか分からないため、声を掛け合いながらボールをつなげ、笑い声を響かせ
ながら心地よい汗を流していました。

伝統工芸教室

西山小学校　なわとび記録会

さいかつボール教室

西山温泉芸能鑑賞会「西山寄席」

高齢者叙勲伝達式
２月２８日（木）、元柳津町教育長で

ある笠間富久氏が瑞宝双光章を受
賞され、役場において伝達式が行わ
れました。笠間氏は昭和２８年柳津
町立柳津中学校に教諭として就か
れ、以降、様々な要職を歴任され、
「教育は人なり」教師こそ子どもに
とって最大の教育環境であるとの考
えを持ち、優れた指導力を発揮され
ました。退職後は、柳津町教育長に
就かれるなど多年にわたり教育行政
の発展に貢献していただきました。
この度は誠におめでとうございま
す。

２月２８日（木）、西山温
泉芸能鑑賞会「西山寄席」
が開催され、約２００人の来
場者で賑わいました。
鑑賞会では、笑遊一門会

の皆さんによる落語や漫
談、マジックなどの演目が
披露されました。また、１００
名限定で無料の豚汁が振
舞われました。
参加者の皆さんは終始

笑顔で楽しんでいる様子で
した。
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赤べこ新聞社
みなさんの「ホット」するような情報を
お知らせください。取材にお伺いします!
◎総務課企画財政班 ☎42-2112

頑張る人にズームイン
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森林の適切な経営や管理が行われないと、土砂災害への発展や水源かん養等へ影響を及ぼすことが懸念さ
れます。このため平成３１年４月から「森林経営管理制度」がスタートし森林の適切な経営や管理を進める
こととしています。
〜「森林経営管理制度」について〜
森林を適切に経営や管理していくために、
①森林所有者の皆さんが所有している森林を、適切に経営や管理しなければいけないことを明確化しています。
②森林が適切に経営管理されていない場合、町から森林所有者の皆さんに今後の森林の経営や管理についての

意向を調査します。
③森林所有者の皆さんが自ら

経営や管理を続けることが
難しい場合には、町は森林
所有者の皆さんとご相談を
し、必要に応じ今後の経営
管理の計画を定め、計画を
実施するための権利を町等
が設定（経営管理を委託）
します。

④町は、森林の経営管理を実
施するため、林業経営者の
方に経営を再委託するか、
町が直接管理します。

犬の飼い主は、年1回の狂犬病予防注射を行わなければならないことが法律で定められております。
下記により平成３１年度の集団狂犬病予防注射を実施しますので、必ず接種されますようお知らせ致しま

す。また、新たに犬を飼い始めたときは登録が必要です。まだ登録がお済みでない方については、登録の手
続きをお願い致します。
①実施日……平成３１年４月２３日（火）、４月２４日（水）の２日間
※既に登録が済んでいる犬の飼い主の方には個別に通知しますが、新しく犬を飼われ

た方につきましては、お問い合わせください。
②料　金……３,２００円（注射技術料２,６５０円、注射済票交付手数料５５０円）
※まだ登録がお済みでない場合には、今回の注射の際にあわせて登録できます。なお、

登録料は１頭につき３,０００円です。

○狂犬病について
狂犬病は、すべての哺乳類に感染することが知られており、人も例外ではありません。人には主に狂犬病に

感染した動物に咬まれることで感染し、発症すると１００％死に至ります。
狂犬病はすべての哺乳類に感染する一方で、蔓延・感染の原因となる動物は限られており、犬のほかにコウ

モリやキツネなども例に挙げられますが、アジア地域など狂犬病の流行国では、犬が主な蔓延源・感染源とな
っています。従って、飼い犬に狂犬病の予防注射を接種することで犬での蔓延が予防され、人への被害を防ぐ
ことができ、日本でも万が一狂犬病が侵入した場合に備えて、飼い犬への狂犬病予防注射が義務づけられてい
ます。

問　地域振興課　農林振興班　℡４２‐２１１６

問　会津若町地方広域市町村圏整備組合環境センター　施設整備室　℡０２４２‐２７‐９００４

問　福島県司法書士会　℡０２４‐５３４‐７５０２／福島地方法務局　℡０２４‐５３４‐２０４５

問　町民課保健衛生班　℡４２‐２１１８

森林所有者の皆さまへ

犬の飼い主さんへ 〜狂犬病予防注射及び登録〜

平成３１年４月から新たな制度（森林経営管理制度）がスタートします。
～森林の適切な経営管理が求められます～

○事業名称：新ごみ焼却施設整備事業
○事業種類：ごみ焼却施設の設置事業
○環境影響を受ける範囲：会津若松市
○縦覧期間：平成３１年３月２６日（火）～４月２５日（木）
　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分（土、日曜日及び祝日を除く）
○縦覧場所：会津若松地方広域市町村圏整備組合環境センター、県庁、会津若松市役所

●対 象 者：５０歳以上の偶数年齢の方（２年間隔）
●検査方法：胃内視鏡検診
●実施場所：指定医療機関（両沼管内の医療機関）
●料　　金：２,０００円

●対象者：一般町民
●内　容： 
◦２０１９年度は血圧計や塩分測定機購入費の補助
◦購入費の１/２以内を補助し、上限を４,０００円

とする。但し、一世帯1台限りとする。
◦胃内視鏡検査を受けられる方は、集団健診で

の胃Ｘ線検査（バリウム検査）は受けること
ができません。

◦胃の疾患で治療中の方は、受診できない場合
があります。

◦自分で測定することができる、血圧や体重を測
ることを習慣づけることで、自らが健康管理が
出来るよう、血圧計や塩分測定機などの健康管
理機器の購入費用を助成します。

◦詳細は町民課保健衛生班までお問い合わせください。

会津若松地方広域市町村圏整備組合より
新ごみ焼却施設整備事業に係る環境影響評価書の縦覧ついて

Ｑ．先日夫が亡くなりました。私たち夫婦の間には子供がいないのですが、夫の弟が遺産を分けて欲しいと
言っています。夫の弟にも相続権はあるのでしょうか？

Ａ．亡くなった方（被相続人）が遺言を残していない場合、民法で定められている優先順位により相続人が決
まることは前回お話ししたとおりです。被相続人の子（孫）や父母（祖父母）がいれば兄弟姉妹に相続権
はありませんが、いずれもいないときは、第３順位の兄弟姉妹が被相続人の配偶者と共に相続人となりま
す。被相続人より先に兄弟姉妹が亡くなっている場合は、甥姪の一代に限り代襲相続人となります。

　　ただし、被相続人に婚外子や先妻との間の子がいる場合は、その子が相続人となりますので、相続人を
確定させるにはしっかりと戸籍を調べる必要があります。

次回は、第４回「遺言書が争いを防止する？」をテーマにご案内いたします。
ご不明な点は下記までお問い合わせください。

〜相続登記の促進〜　第３回　「誰が相続人になるの？②」

町民課より平成３１年4月より新規事業が始まります

病棟看護師のつぶやき ～笑いと健康について～
専門看護技師（兼）看護師長　押部　香澄

春風の心地よい季節になりましたが、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか？
さて皆様、最近大きな声で笑っていますか？『笑い』には、いいことがたくさんあります。まず、脳の

働きが良くなります（認知症予防に効果あり！）。次に、心臓や肺・筋力がアップし血行が良くなります（老
化防止に最適！）。そして自律神経のバランスが良くなります（ストレスが減って、免疫力アップ！）。スト
レスが減るので、幸福感が得られ、鎮痛作用まであるのです。その上『笑い』には副作用がありません。
誰にでもでき、必要なのは笑おうとする気持ちだけ。しかも無料なのです。
しかし、現実は厳しく、自分ではどうしようもないことがたくさんあります。それでも笑う努力をして

みましょう。心の底から笑えないときは、作り笑いでも効果があります。
宮下病院では、出前講座を実施しています。『笑いと健康』講座メニューがありますので、ぜひお声か

けください。

宮 下 病 院 だ よ り宮 下 病 院 だ よ り

問　町民課保健衛生班　℡４２‐２１１８

胃がん施設健診健康増進事業
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人の動き
平成31年3月1日現在（前月比）住民基本台帳より

3,377人（－12）／男1,654人（－7）／女1,723人（－5）／世帯数1,279戸（－6）

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15 ： 30〜　ふれ
　　　　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13 ： 30〜　西セ〈省略〉
柳保		柳津保育所
西保		西山保育所
柳小		柳津小学校
西小		西山小学校

中学校		会津柳津学園中学校
銀				銀山荘
ふれ			ふれあい館
ＢＧ体		海洋センター体育館

運公		運動公園グラウンド
町セ		町民センター
西セ		西山交流センター
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クラフトテープのバッグ作り教室
３月５日（火）・６日（水）の２日間、
西山温泉せいざん荘において琵
琶首地区の鈴木俊彦さんと、鈴
木フミ子さんを講師としてクラフ
トテープのバッグ作り教室が行わ
れました。参加者の皆さんはお
気に入りのバッグの作成に満足し
ていました。

柳津・西山保育所
入所式

スポーツ少年団結団
式（BG体）（10：00）
春の防火パレード
新入学（園）児童・園
児の交通事故防止
運動（〜12日）

小・中学校1学期始
業式・入学式

西小交通安全教室 県学力テスト
（小・中学校）
西保交通安全指導・
総会・クラス懇談

柳保交通安全指導・
総会・クラス懇談
柳小授業参観・PTA
総会
西小授業参観・懇談
会・PTA総会

柳津町体育協会総
会（18：00）

中学校避難訓練
柳小避難訓練
少年消防クラブ入
団式

乳児健康相談
（銀）（13：00〜）
健幸クラブ（支所地区）
（西セ）（10：00〜）

小・中全国学力・学
習状況調査
健幸クラブ（本庁地区）
（銀）（10：00〜）

柳小交通安全教室 中学校ＰＴＡ総会・
保護者会

中学校家庭確認
（〜25日）
柳小家庭訪問
（〜26日）

健幸クラブ（支所地区）
（西セ）（10：00〜）

健幸クラブ（本庁地区）
（銀）（10：00〜）
西小避難訓練

西小遠足 消防団春季検閲式

昭和の日
久保田三十三観音
まつり
良寛和尚供養祭
（町セ）
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今月の納期

※口座振替納入の方は25日（木）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎42‒2113

固定資産税 １　期
軽自動車税 全　期
住宅使用料 ４月分
農集排・林集排・簡易排水使用料 ４月分

４ 月

寄　　付

7日
（日）

あかぎ内科消化器科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・0303

14日
（日）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・3125

21日
（日）

荒井医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・2224

28日
（日）

佐藤整形外科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・1155

29日
（月）

県立宮下病院
（三島町）

☎（0241）
52・2321

30日
（火）

平野医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・2243

休日当番医（変更になる場合があります）

休日救急・夜間救急センタ−
坂下厚生総合病院
(会津坂下町)

☎（0242）
83・3511

納期限：5月7日（火）

― 柳津町は納税完納推進の町です ―

（2 月1日〜 2 月 28 日届出・敬称略）
■お誕生
　齋　藤　唯

ゆ い

　斗
と

（長倉　裕巳）
　齋　藤 　　　新

あらた

（野老沢　省吾）

■ご逝去
　白　井　マツ子　98（大野）
　新井田　四　郎　85（野老沢）
　菊　地　德　男　83（野老沢）
　伊　藤　　　進　81（野老沢）
　小　島　ミヨ子　91（湯八木沢）
　橋　本　新　也　72（大平町）
　矢　部　銀四郎　86（門前町）
　 　賀　正　美　86（新村）
　佐　藤　トミ子　83（小ノ川）
　菊　地　キヱ子　86（五畳敷）
　渡　部　文　衛 100（砂子原）
　千　葉　クニ子　81（野老沢）

ありがとうございました（２月分・敬称略）
■柳津町へ
◎ＬＥＤ蛍光灯　１５灯
　東北電力株式会社　会津若松支社
　支社長　二　坂　広　美（会津若松市）

■社会福祉協議会へ
◎ご遺志
　白　井　恒　則　（大野）
　伊　藤　正　孝　（黒沢）
　小　島　貞　彦　（湯八木沢）
　橋　本　　　健　（細越）
　 　賀　正　浩　（会津若松市）
　矢　部　文　広　（門前町）
　菊　地　吉　久　（郡山市）
　渡　部　隆　博　（埼玉県所沢市）

戸 籍 の 窓
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